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１．出題の趣旨

・ 文脈に即して漢字を正しく読むこと

・ 事象や行為などを表す多様な語句について理解すること

・ 相手や場に応じて敬語を適切に使うこと

・ 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くこと

漢字の指導については，社会生活や他教科等の学習における使用や，読書活動の充実に資す

るため，中学校３年間を通して常用漢字の大体を読めるようにするとともに，学年別漢字配当

表に配当された漢字を使い慣れるようにする必要がある。また，社会生活において確実に使え

ることを重視し，生徒の習得の実態に応じた指導を充実することが大切である。漢字を読む能

力としては，漢字一字一字の音訓を理解し，語句として，話や文章の中において文脈に即して

意味や用法を理解しながら読むことができるようにすることが求められる。そのため，教科書

を読むことや読書を通して，漢字の読みの習熟と応用を図ることが大切である。

語句・語彙の指導については，日常生活や社会生活の中で使われる多様な語句に関心をもち，

話や文章の中でどのように使用されているかや，自分が理解したり表現したりするときにどの

ように用いればよいかについて考えるように指導することが大切である。

敬語の指導については，小学校での学習を踏まえ，個別的・体験的な知識を整理して体系付

けるとともに，人間関係の形成や維持における敬語のもつ働きを十分に理解するように指導す

ることが大切である。具体的には，基本となる尊敬語，謙譲語，丁寧語について理解すること

が求められる。なお，文化審議会答申「敬語の指針」に示されている尊敬語，謙譲語Ⅰ，謙譲

語Ⅱ（丁重語），丁寧語，美化語の５種類については，生徒の実態に応じて取り上げることも

考えられる。
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このような〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)に示された「イ 言葉の特

徴やきまりに関する事項」，「ウ 漢字に関する事項」については，「Ａ 話すこと・聞くこと」，

「Ｂ 書くこと」及び「Ｃ 読むこと」の指導を通して，それぞれの事項について指導するこ

とが大切である。

本問では，これらのことを踏まえて，焼き物作りの体験について，担当者と電子メールのや

りとりをするという場面を設定した。文脈に即して漢字を正しく読んだり，語句の意味を考え

たりすることに加え，相手や場に応じて適切に敬語を使うことを求めている。さらに，「Ｂ 書く

こと」の指導事項について出題し，体験先を訪れるに当たって事前に確かめておきたいことにつ

いて，相手に失礼のないように書くことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 社会生活に必要な手紙を書くこと。

２．解説

設問一

趣旨

文脈に即して漢字を正しく読むことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ウ

(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち350字程度から

450字程度までの漢字を読むこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 １ 「の（ばして）」と解答しているもの ◎

➀ 99 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「しょうさい」と解答しているもの ◎

➁ ２ 「しょうさい」のうち「しょう」だけ正しく解答しているもの

３ 「しょうさい」のうち「さい」だけ正しく解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

① 【解答類型１】は，「伸（ばして）」を文脈に即して正しく読むことができている。「伸」

は，学年別漢字配当表以外の常用漢字である。
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② 【解答類型１】は，「詳細」を文脈に即して正しく読むことができている。「詳」は，学年

別漢字配当表以外の常用漢字，「細」は，小学校第２学年の配当漢字である。

【解答類型２】は，「詳」について読むことはできているが，「詳細」という語句の意味を

理解して正しく読むことに課題がある。

【解答類型３】は，「細」について読むことはできているが，「詳細」という語句の意味を

理解して正しく読むことに課題がある。

（参考）

○同一の問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ27Ａ９二１ 漢字を読む（詳細に述べる） 78.7％ P.43～P.54 P.48～P.60

平成27年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語Ａ９二１では，「せんさい」，「せいさい」

などという誤答が見られた。

設問二

趣旨

事象や行為などを表す多様な語句について理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の

語彙について関心をもつこと。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 二 １ １と解答しているもの

２ ２と解答しているもの

３ ３と解答しているもの

４ ４と解答しているもの ◎

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１～３】は，「随時」の意味を理解していない。【解答類型１～３】の意味をも

つ語句には，例えば次のようなものがある。「別のとき」という意味をもつものは「他時」，

「次第に」という意味をもつものは「漸次」，「少しの間」という意味をもつものは「暫時」。

○ 【解答類型４】は，「随時」の意味を理解している。「随時」は「そのときどき」，「いつで

も」などの意味をもつ。
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設問三

趣旨

相手や場に応じて敬語を適切に使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)イ

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについ

て理解すること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下のa，bのいずれかを書いている。

a 「伺う」，「参る」。

b 「ご訪問する」，「お訪ねする」など，状況に合うa以外の言葉。

② 敬語の種類として２を選んでいる。

１ 条件①a，②を満たして解答しているもの ◎

＊ 「うかがう」，「まいる」と解答しているものも正答とする。

２ 条件①b，②を満たして解答しているもの ◎

３ 条件①を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

４ 条件②を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１】は，相手や場に応じて敬語を適切に使うことができている。ここでは，総

合的な学習の時間における学習で，焼き物作りの体験について問い合わせている場面である

ことを踏まえ，「行く」を「伺う」，「参る」という謙譲語に書き直すことができている。

○ 【解答類型２】は，相手や場に応じて敬語を適切に使うことができている。「ご訪問する」，

「お訪ねする」などの状況に合う謙譲語を書くことができている。

○ 【解答類型３】は，敬語を適切に使うことはできているが，その敬語の種類を正しく答え

ることに課題がある。
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○ 【解答類型４】は，相手や場に応じた敬語の種類を答えることはできているが，「行く」を

適切な敬語に書き直すことに課題がある。具体的な例としては，以下のようなものが考えら

れる。

（例）

・いらっしゃる

（参考）

○関連する問題

【小学校】

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

【話を聞いている様子の一部】の ア ，

Ｈ30Ａ７ イ に入る内容の組み合わせとして 56.3％ P.30～P.31 P.44～P.45

適切なものを選択する

平成30年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ａ７では，選択肢２の反応率が31.9％で

あった。
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設問四

趣旨

伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，

描写を工夫したりして書くこと。 《記述》

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 〈確認事項〉にある内容を全て含めて書いている。

② 「なお，」に続けて文意が通じるように書いている。

③ 相手に失礼のないように，適切な言葉遣いで書いている。

④ 相手に失礼のないように，適切な内容を加えて書いている。

（正答例）

・ （なお，）事前に教えていただきたいことがあります。当日の持ち物と服装に

ついて何か気を付けることはありますか。また，体験している様子を写真撮影す

ることはできますか。

今回の学習を通して多くのことを学びたいと思っています。よろしくお願いい

たします。（解答類型１）

・ （なお，）事前に確かめておきたいことは以下の点です。

・持ち物と服装について

・写真撮影の許可について（解答類型２）

１ 条件①，②，③，④を満たして解答しているもの ◎

２ 条件①，②，③を満たして解答しているもの ◎

３ 条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの

＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①，③を満たし，条件②を満たさないで解答しているもの

＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件②，③を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

＊ 条件④を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は，伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くことができている。

本設問では，相手に失礼のないように書くことを求めている。具体的には，相手や場に応じ

た言葉遣いで書く必要がある。その際，〈確認事項〉にある内容について，「各コースに必要

な（持ち物と服装）」や「当日の（写真撮影）」など，相手に分かりやすく伝わるように書く

ことも大切である。さらに，相手に回答を求める内容であることを踏まえ，「以上について

教えていただくことはできますか。」などの言葉を加えるなどの配慮をすることも大切である。

○ 【解答類型２】は，伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように，相手や場に応じた言葉

遣いで必要な内容を書くことができている。

○ 【解答類型３】は，相手や場に応じた言葉遣いで書くことに課題がある。具体的な例とし

ては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ （なお，）事前に確かめておきたいことが２点ある。

・持ち物と服装について

・写真撮影の許可について

○ 【解答類型４】は，「なお，」に続けて文意が通じるように書くことに課題がある。具体的

な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

・ （なお，）〈確認事項〉服装と持ち物について，写真撮影の許可についてです。

○ 【解答類型５】は，伝えたい事柄を明確に書くことに課題がある。具体的な例としては，

以下のようなものが考えられる。

（例）

・ （なお，）体験で作ったものは，いつ受け取ることができるのかを教えてください。
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )

	

解
答
用
紙
（
正
答
（
例
））

Ⅳ
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本 田 さ ん が 、 次 の 発 言 者 と し て 石 川 さ ん を 指 名 す る

発 言 を す れ ば よ い 。 な ぜ な ら 、 山 下 さ ん の 質 問 に 石 川

さ ん が 答 え る 前 に 、 大 野 さ ん が 別 の 質 問 を し た か ら だ 。

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例 １ 段 落 で 自 分 の 意 見 を 述 べ 、 ４ 段 落 で 繰 り 返 し 述 べ

る と い う 工 夫 が あ り 、 伝 え た い こ と が 明 確 に な っ て い

て よ い と 思 う 。
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私 は 「 ほ ろ ほ ろ 」 の 「 小 さ く 軽 い も の が 、 音 も な く

続 け て こ ぼ れ 落 ち る 」 と い う 意 味 に 着 目 し ま し た 。 「 ぼ

ろ ぼ ろ 」 に は 「 大 粒 の 涙 を こ ぼ す 」 、 「 ぽ ろ ぽ ろ 」 に

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説 」 の 「 解 答 類 型 」 等

に 記 載 し て い ま す の で 、 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ て は そ ち ら も 御 参 照 く だ さ い 。

例
例

例 「 は な は だ 御 し や す い 猫 で あ る 」 と 評 価 し て お り 、

「 吾 輩 」 は 「 黒 」 の 機 嫌 を と る よ う な 接 し 方 を し て い

る こ と が 分 か る 。 私 は 、 こ の よ う な 「 吾 輩 」 の 接 し 方

は と て も 賢 い と 思 う 。

例 伺 う

し ょ う さ いの

彼 は 喟 然 と し て 大 息 し て い う （ 。 ）

事
前
に
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
当
日
の
持
ち
物
と
服
装
に

つ
い
て
何
か
気
を
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
ま
た
，
体
験
し
て
い
る
様
子
を
写
真
撮

影
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

今
回
の
学
習
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

	

点
字
問
題
（
抜
粋
）
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて,文章や図表等の記述を変更したり,提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整を行った問題については，P.48～P.49に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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問題番号 解 答 類 型 正答 

４ １．

(ア) 

１ （３）と解答しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

１．

(イ) 

１ 「詳しい」「細かい」という意味が含まれているもの ◎ 

２ ―（該当なし）  

３ ―（該当なし）  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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